省エネ大賞(製品・ビジネスモデル部門)　応募内容説明書

1.　概要説明書（2ページ以内）                     事務局記載
応募テーマ名 :

応募対象種別：製品（　）　ビジネスモデル（　）←いずれかに○印を記載
応募者（企業名、団体名）:

中小企業者（※1）：

※1中小企業者に該当する場合、“該当”と記載、該当しない場合は“該当しない”と記載
市販開始年月日：平成　年　月　日


2.　詳細説明書　(8ページ以内)

























製造過程における薬品や有害排気等の有無と処理、温室効果ガス排出削減量等の環境を保全するための工夫や製品等の使用時における騒音や安全に対する工夫、製品等の不適合発生時の是正処置の方法等を記載して下さい。


また、貴社における環境への取組(ISO14000の取得等)あるいは、環境への取組に対する優秀工場等の表彰があれば、記載して下さい。



























































製品・ビジネスモデル（以下｢製品等｣という。）開発における背景、企画・立案ステージから市場投入ステージまでの開発プロセスについて、製品等コンセプトの創出、開発体制、新しい発想や創意工夫した点、困難に直面したときの対応策及びリードタイムの短縮等可能な範囲で訴求したい事項を整理し、分かりやすく記載して下さい。











市場規模に対する生産台数の予測及び応募時点の製品等の販売実績等の市場における優位性、従来の類似製品等と比較して、機能追加等により新たなニーズを喚起するような商品性、費用対効果等の経済性等について優れた点を定量的に記載して下さい。





登録番号　　-　　





③　省資源性・リサイクル性（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)














1.1　概要(P26　参考資料2を参照し、詳細説明書に記載した背景、目的、製品又はビジネスモデル（以下｢製品等｣という。）の開発プロセス及び製品等について分かりやすく記載して下さい。)


























様式3-2












































製品等において、目的を達成するために新たな視点に立った従来技術の改良・改善及び新原理、新技術の導入によって、従来技術より先行した技術の要点等を記載して下さい。なお、自社技術の特色を活かし、新部材等を新たな分野に応用して、従来に比べて優れた省エネ効果を発揮した技術のキーポイント等を記載しても構いません。あるいは、既存の製品、資材・部品等を組合せ、従来の製品等と比較して特段の省エネ効果を発揮する代替技術等を記載することも可能です。








1.2　技術的特長（P26参考資料2を参照し、詳細説明書に記載した製品等の技術的特長（②先進性・独創性、③省エネルギー性③省資源性・リサイクル性、④市場性・経済性、⑤環境保全性・安全性）について分かりやすく記載して下さい。）








2.1　開発の背景及び目的(製品等開発の背景、解決すべき課題、達成すべき目的について記載して下さい。)








イ．　製品等の仕様は、表形式で、型式別に仕様、機能、省エネ性能(エネルギー消費量、エネルギー消費効率、エネルギー削減量、CO2等温室効果ガス削減量等）等が分かるように記載して下さい。


ロ．　他社同等品と省エネ性能を比較する場合、現在、発売されている他社同等品の最新の公表値を入手して定量的に比較し、他社同等品の発売年度を明記して下さい。


ハ．　自社従来品と省エネ性能を比較する場合、現在、発売されている自社同等品と定量的に比較し、自社同等品の発売年度を明記して下さい。


ニ．　製品等が省エネ法のトップランナー特定機器又は国際エネルギースタープログラム機器に該当する場合、製品等の省エネ基準達成率を記載して下さい。


ホ．　必ず、省エネ性能の表示値の根拠資料（規格、基準等）を明示して下さい。なお、製品等の省エネ性能について、測定方法や表示値の基準等が確立していない場合でも、製品等に対するエネルギー消費効率の測定方法、性能判断基準等を明示して、測定値とカタログ表示値の信頼性(相関性)を明確にして下さい。


備考：所定枚数内で表現しきれない場合は、補足資料等（4枚以内）の添付を可能とします。（応募申請書類作成要領（7ページ）3.参照）


（注1）エネルギー使用量の換算係数は、経済産業省ホームページの次に掲げるURLの換算係数を使用して下さい。


省エネ法ＡtoＺ－エネルギー計算システム（� HYPERLINK "http://www.enecho-shoeneho.jp/support/enekaku-setubi.html#point/calc.html" ��http://www.enecho-shoeneho.jp/support/enekaku-setubi.html#point/calc.html�）


（注2）電気事業者別のCO2の排出係数は、環境省　経済産業省ホームページの次に掲げるURLの排出係数を使用して下さい。


電気事業者別のCO2排出係数（2009年度実績）（平成22年12月27日公表）


（� HYPERLINK "http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/denkihaishutu/list_ef_eps.pdf" ��http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/denkihaishutu/list_ef_eps.pdf�）


（注3）CO2の排出係数は、環境省　経済産業省ホームページの次に掲げるURLの排出係数を使用して下さい。


算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧


（� HYPERLINK "http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/itiran.pdf" ��http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/itiran.pdf�）











2.2　開発プロセス（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)











2.3　製品等の詳細(図表等を用いて、製品等の構成を示し、開発した新技術等により省エネ性向上等を図ることができた等を分かりやすく記載して下さい。)








2.4　技術的特長


①　先進性・独創性（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)








②　省エネルギー性（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)








④　市場性・経済性（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)








⑤　環境保全性・安全性（P26参考資料2　記載要領を参照して記載して下さい。)








2.5　特許等、受賞歴、発表(本開発製品等に関する特許の出願、取得状況、表彰等の外部評価及び学会、新聞等への発表状況を記載して下さい。)








製品等の材料削減、軽量化(金属からプラスチック等への使用部材の変更等)等による製品を製造するための省資源性と製品等が廃棄される時、製品等から資材・部品等を回収してリサイクルできるように配慮した点やリサイクルできる割合及び廃棄処分される割合等を定量的に記載して下さい。また、貴社における省資源、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に対する取組等について、製品等にどのように反映しているかについて記載して下さい。
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